
施工状況説明書 

 
下図に示す住宅の各部位の詳細説明図と写真を施工状況説明書１から６に添付してください。 

なお、下図に示されていない部位で必要と思われる断熱気密の納まり部分は下図にしるしと番号を

つけ、説明書４もしくは６に記載してください。 

注意：各部位の詳細説明図の記載方法は、「手書き」で記入すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A-1 最上階天井と外
壁の取合い部分 

A-2 中間階床と外壁
の取合い部分 

A-3 下階床と外壁の取合
い部分（基礎断熱） 

A-5 天井と間仕切壁
の取合い部分 

A-7 下屋部分 

A-9 開口部の気密

A-6 床と間仕切壁の
取合い部 

A-8 ユニットバスの
断熱気密（外壁
部分、床部分）

B-1 換気孔のダク
トが外壁の気
密層を貫通す
る部分 

B-2 床の配管等が気密層
を貫通する部分 

A-4 床と外壁の取合
い部（床断熱） 

B-3 コンセントボ
ックス部分 



              施工状況説明書１ （説明図は手書きで記入のこと） 

A-1 最上階天井と外壁の取合い部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-2 中間階床と外壁の取合い部分 

 

 

A-3 下階床と外壁の取合い部分 

（基礎断熱） 

 

 



       施工状況説明書２（説明図は手書きで記入のこと） 

A-4 床と外壁の取合い部（床断熱）部分 

 
 

A-5 天井と間仕切壁の取合い部分 

 
 

A-6 床と間仕切壁の取合い部 

 
 



       施工状況説明書３ （説明図は手書きで記入のこと） 

A-7 下屋部分 

 
 

 A-8 ユニットバスの断熱気密 

（外壁部分） 

 

 

 

A-8 ユニットバスの断熱気密（床部分） 

 
 

 



       施工状況説明書４ （説明図は手書きで記入のこと） 

A-9 開口部の気密 

 
 

                 

 
 

                 

 
 

 



          施工状況説明書５ （説明図は手書きで記入のこと） 

B-1 換気孔のダクトが外壁の気密層を

貫通する部分 

 

 

B-2 床の配管等が気密層を貫通する 

部分 

 

 

B-3 コンセントボックス部分 

 
 

 



        施工状況説明書６（説明図は手書きで記入のこと） 

                   

 
 

                 

 
 

                 

 
 

 


